
美術科 ２学年 年間指導計画 特別支援学級Ａさんへの支援計画（全３５時間）

月 単元名

（題材名など）

時

指導項目

（小単元名など）

指導目標

（つけたい力）

項 目 別 評 価 規 準（Ｂ評価）

※Ａの個別評価規準（※のない項目はＢ規準と同じ）

Ａ

親しみを持ち、進

んで表現し、創造

しようとする態度

豊かに発想し、創

造的な表現を構想

する能力

造形感覚を生かし

、創造的に表現す

る技能

美術作品などの

よさや美しさな

どを鑑賞する

能力

個別の支援

及び

配慮事項

４
オリエンテーション

1

・学習の決まりを確認し，仲

間とともに作り出す授業の

大切さを確認することがで

きる。

・美術の学習をどのように

進めていくのか見通しがも

てる。

・“美術の授業をす

るにあたり大切にし

たいこと”の共感で

きるところに線を引

き，美術への心構

えをもつことができ

る。

・座席の位置

が分かったが

確認する。

・学習計画表

で見通しを持

たせる。

５

６

７

９

立体感のある

不思議な世界

（平面構成：

デザイン）

全１９時間

３

作品鑑賞

４つの基本形の練習

等角投影

斜投影

一点透視

二点透視

・先輩の作品を鑑賞し，制

作意欲を持つことができる

。

・すべての作品が４つの基

本形から成り立っているこ

とを理解して描けるように

する。

・４つの基本形を手

順にそって描くこと

ができる。

三角定規，長め

の直定規を使用

※４つの基本形を

見本の下に描くこと

ができる。

・持ち物の確

認。三角定規

などの使い方

を数学で予め

学習しておく

。

・基本形を練

習できる学習

プリントを使

用。

テーマ決め

・どのような世界が描きたい

か願いを明確にし，テーマ

を決定することができる。

→アイデア

・自分の描きたい

世界について考え

，具体的な言葉で

テーマを決定させ

ることができる。

※例文を見て,自分

のテーマを書くこと

ができる。

・テーマを文

で表現するの

が難しいの

で,例文をテ

ーマの用紙に

載せておく。

３

アイデアスケッチ

・決定したテーマをもとに４

つの基本形をもとにアイデ

アスケッチをフリーハンドで

描くことができる。

・仲間との交流でよ

いところを学んだり

，試行錯誤したりし

ながらより自分の願

いの実現できるア

イデアスケッチを考

えようとすることが

できる。

※基本形を使って,

自分のテーマに合

うアイデアスケッチ

を考えることができ

る。

基本形の見る角度

を変えたり，大きさ

を変化させたり，組

み合わせたりしな

がら，アイデアスケ

ッチを練ることがで

きる。

※基本形の大きさ

を変えたり，組み合

わせをしたりしなが

ら，アイデアスケッ

チをおおまかに描

くことができる。

・アイデアスケ

ッチを描くこと

ができる学習

プリントを使

用。

アイデアスケッチの

色塗り

・出来上がったアイデアス

ケッチを色鉛筆で着彩し，

色合いを決める。

・色の持つ効果を

考え着彩すること

ができる。

・情景が引き立つ

広を考えることがで

きる。

・色鉛筆を準

備させる。

2 ボードへの下描き

・アイデアスケッチをもとに

ボードに鉛筆で下描きを美

しく描くことができる。

・ボードの方眼紙や

斜線を活かし，能

率よく下描きを進め

ることができる。

※方眼紙を活かし,

下書きを描くことが

できる。

・定規を使って長さ

や角度を正確に美

しい平面構成を描

くことができる。

※定規を使って正

確な平面構成を描

くことができる。

・線の入れ方

が間違ってい

ないか確認す

る。



10

11

12

１

２

３

１

０
着彩

① 同じ色でも明度・彩度

を変化させることにより，奥

行きや立体感を表現するこ

とができる。

② 混色させながら自分の

表現したい色を作り出すこ

とができる。

③ 着彩の手順を工夫す

ることにより，能率よく美しく

表現することができる。

④ 縁取りをしながらムラな

く丁寧に着彩することがで

きる。

・バックなど奥のも

のから着彩し美しく

仕上ることができる

。

・細かなところは後

から塗り美しく仕上

ることができる。

※奥のものから細

かいところへ丁寧

に着彩することが

できる。

・明度や彩度の効

果を活かし，立体

感や奥行きを表現

することができる。

・混色により，作品

に効果的な色を作

ることができる。

・縁取りをしながら

ムラなく丁寧に着

彩することができる

。

※縁取りをしながら

丁寧に着彩するこ

とができる。

・混色させた

ものの色を試

し塗り用の紙

に塗らせるよ

うにする。

・時間内に仕

上げることが

できなかった

場合は,部活

時間などに補

習学習をする

。

１ 鑑賞会

・自分の作品を鑑賞し，ど

んなところを工夫したか，ど

のように自分の願いを表現

したかなど,具体的な言葉

で表現し，書くことができる

。

・仲間の作品を鑑賞し,どの

ような願いが込められてい

るのかなどを考え,具体的

な言葉で表現し書くことが

できる。

・自分や仲間の作

品を意欲的に鑑賞

することができる。

・自分や仲間の

作品を鑑賞し，

感じたことを具体

的な言葉で書き

表すことができる

。

※自分や仲間の

作品のよさを言

葉で表すことが

できる。

・鑑賞会まで

に必ず作品が

仕上がるよう

に支援する。

鑑賞Ⅰ １ ※検討中

そっくり野菜・

そっくり果物

（彫塑：粘土）

全１２時間

１

作品鑑賞

対象物の鑑賞＆

スケッチ

・作品に興味をもち，制作

の意欲を高めることができ

る。

・対象物の特徴や良さを感

じ取り，スケッチすることが

できる。

※前，斜め，うら など

・家から野菜や果

物を持参し準備を

することができる。

腐りにくいもの

・・・さつまいも，か

ぼちゃ，りんご，

等

※自分で忘れずに

持ち物を準備でき

る。

・野菜や果物をい

ろんな方向から観

察・スケッチし，立

体感のあるものは

あらゆる方向から

捉えていくこの大

切さを学ぶ。

※野菜や果物をい

ろいろな方向から

観察・スケッチでき

ることを知る。

・形の特徴を捉え，

描くことができる。

・対象物にな

る野菜などの

準備を確認す

る。

１
形の形成Ⅰ・・・

大まかな形の形成

・凸凹や丸みなどモチーフ

の特徴をとらえ，立体的に

表現することができる。

・作りかけの作品が

乾燥しないよう,濡

れタオルをかぶせ

，ビニール袋で密

封し大切に保管す

ることができる。

・モチーフを様々な

角度から観察し，

大きさ，ふくらみ，

形の特徴を捉え，

大まかな特徴を表

現することができる

。

・乾燥しないよ

うに密封でき

たか確認。

１
形の形成Ⅱ・・・

全体の形の形成

・粘土へらなどの使

用した工具はバケ

ツの中できちんと洗

い片付けることがで

きる。

・モチーフを様々な

角度から観察し，

表面の凸凹をとら

え，工具を使って

足したり削ったりし

て形を整えることが

できる。

・普段から後

片付けなどを

進んで行うＴ．

Ｋのよさを認

める。

１
形の形成Ⅲ・・・

細部の形成

・製作途中の作品

の細部が壊れない

よう，工夫して保管

することができる。

・野菜や果物の表

現に必要なものを

持参し，制作に活

かすことができる。

・モチーフを様々な

角度から観察し，

表面の質感，傷，

へたの部分などを

工具やタオルや爪

楊枝などを使って

表現することができ

る。

・仲間の表現方

法から学び，制

作に活かすこと

ができる。

１
形の形成Ⅳ・・・

細部の形成

・作品が速く乾燥

するよう，作品の間

隔をあけ，乾燥させ

・モチーフを様々な

角度から観察し，

細部を整え完成さ

・仲間の表現方

法から学び，制

作に活かすこと



ることができる。 せることができる。 ができる。

１
着彩①・・・

下地塗り

・色合いを観察し，効果的

な手順で着彩ができる。

・極力本物に近い色が出

せるよう，鋭く観察し混色に

より色を作り出し着彩ること

ができる。

・モチーフの表面

の裏に隠れた色を

想像し，下地の色

として塗ることがで

きる。

（下地の効果を知

る）

・本人のみつ

けた色を尊重

しながら，より

本物に近くな

る色をアドバイ

スする。

２
着彩①・・・

表面の着彩

・表面の色を観察し

，混色により色を作

ることができる。

・表面を均一に塗

るのではなく，色の

違いを捉えながら

着彩する。

・仲間の表現方

法から学び，制

作に活かすこと

ができる。

・混色した色

を直接塗らな

いで,試し塗り

をするようにさ

せる。

１

着彩①・・・

質感を意識した着

彩

・質感を考えて，水

の量を加減し，筆

のタッチを工夫する

ことができる。

・仲間の表現方

法から学び，制

作に活かすこと

ができる。

・水の量を加

減するよう声

かけをし，アド

バイスをする。

１
着彩①・・・

細部の着彩

・へたや傷など，細

部を観察し描き込

むことができる。

・細部で描きこ

めるところをア

ドバイスする。

１
仕上げの行程

（ワックス等）

モチーフの艶感を観察し，

２つの塗料から適したもの

を選択し，仕上げの行程・

を行うことができる。

・仲間と協力し，能

率よく作業を進める

ことができる。

・モチーフの表面

の艶感をとらえ，艶

消し二スや艶消し

ニスを選択すること

ができる。

１ 鑑賞会

・自分や仲間の作品を鑑

賞し，どのような表現方法

が効果的だったかを講評し

合い，具体的な言葉で表

現することができる。

・自分や仲間の

作品を鑑賞し，

感じたことを具体

的な言葉で書き

表すことができる

。

※そっくりにでき

あがった作品の

よさを言葉で表

現することができ

る。

・必ず作品を

仕上げること

ができるように

支援する。

鑑賞Ⅱ １ ※検討中


